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　2017年度保健管理センター（挾間キャンパス）年間行事等

月 日 行    事    等

6 新入生オリエンテーション（保健管理センター挾間健康相談室紹介,健康教育等）

7 学生定期健康診断準備

10 学生定期健康診断（4/10.13.14）

5 25 学生・職員 Ｂ型肝炎ワクチン接種１回目（5/25.29）

1 学生・職員 Ｂ型肝炎ワクチン接種１回目（6/1）

7 学生・職員 麻疹・風疹・水痘・流行性耳下腺炎ワクチン接種（6/7.8）

26 メンタルヘルス講演会

22 新入生健康調査２次面接開始

3 学生・職員 Ｂ型肝炎ワクチン接種２回目（7/3.5.6）

12 学生・職員 麻疹・風疹・水痘・流行性耳下腺炎ワクチン接種（7/12.13）

26 由布市麻疹対策会議

10 オープンキャンパス救護待機

23 第４７回九州地区大学保健管理研究協議会（8/23.24.25）（福岡市）

6 秋入学生オリエンテーション

16 インフルエンザワクチン接種予約開始（11/9まで）

13 学生・職員 インフルエンザワクチン接種（11/13.15.20.22.27）

29 全国大学保健管理研究集会（11/29.30）（那覇市）

1 留学生の渡航に関する健康セミナー

4 学生・職員 Ｂ型肝炎ワクチン接種３回目（12/4.6.7）

13.14 大学入試センター試験救護（旦野原キャンパスにて）

22 Ｂ型肝炎ワクチン接種後抗体確認採血（1/22.24.25）

4 ＡＯ入試救護

14 研究倫理委員会

25・26 一般入試前期日程救護

12 一般入試後期日程救護

16 2018年度学生定期健康診断業者打ち合わせ

※保健管理センター会議（6/21.10/11.3/14）
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　2018年度保健管理センター（挾間キャンパス）年間行事等

月 日 行    事    等

4 入学式救護待機

6 新入生オリエンテーション（保健管理センター挾間健康相談室紹介,健康教育等）

6 学生定期健康診断準備

9 学生定期健康診断（4/9.10.13）

28 学生・職員 Ｂ型肝炎ワクチン接種１回目（5/28.31）

30 由布市麻疹対策会議

4 学生・職員 Ｂ型肝炎ワクチン接種１回目

6 学生・職員 麻疹・風疹・水痘・流行性耳下腺炎ワクチン接種（6/6.7）

18 メンタルヘルス講演会

21 新入生健康調査２次面接開始

2 学生・職員 Ｂ型肝炎ワクチン接種２回目（7/2.4.5.9）

3 ハラスメント相談員研修

11 学生・職員 麻疹・風疹・水痘・流行性耳下腺炎ワクチン接種（7/12.17.19.25）

10 オープンキャンパス救護待機

24 第４８回九州地区大学保健管理研究協議会（8/22.23.24）（長崎市）

3 全国大学保健管理研究集会（10/3.4）（東京都）

4 秋入学生オリエンテーション

11 インフルエンザワクチン接種予約開始（11/2まで）

31 学生 インフルエンザワクチン接種

7 学生・職員 インフルエンザワクチン接種（11/7.12.14.15.22）

16 ぴあＲＯＯＭと情報交換会

3 学生・職員 Ｂ型肝炎ワクチン接種３回目（12/3.5.6）

7 留学生の渡航に関する健康セミナー

19・20 大学入試センター試験救護（旦野原キャンパスにて）

21 Ｂ型肝炎ワクチン接種後抗体確認採血（1/21.23.24）

10 ＡＯ入試救護

13 研究倫理委員会

25・26 一般入試前期日程救護

12 一般入試後期日程救護

20 2019年度学生定期健康診断業者打ち合わせ

25 卒業式救護待機

※保健管理センター会議（7/26.10/22.12/11.3/18）

※第49回九州地区大学保健管理研究協議会打ち合わせ会議（9/14.10/22.12/11.3/18）
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表
1
．

2
0
1
7
年

度
　

学
生

　
挾

間
健

康
相

談
室

利
用

者
数

 
 

ｲ
ﾝ
ﾌ
ﾙ

ｴ
ﾝ
ｻ
ﾞ

感
染

性
胃

腸
炎

感
冒

そ
の

他
高

血
圧

胸
部

Ｘ
-
Ｐ

異
常

消
化

器
疾

　
患

熱
傷

創
傷

処
置

整
形

外
科

歯
科

口
腔

外
科

耳
　

鼻
咽

喉
科

眼
科

皮
膚

科
婦

人
科

ｲ
ﾝ
ﾃ
ｰ
ｸ

相
談

意
見

書
発

　
行

健
診

事
後

措
置

ベ
ッ

ド
利

　
用

予
防

接
種

採
血

健
　

診
証

明
書

緊
急

出
動

禁
煙

外
来

そ
の

他
計

測
合

計
ﾜ
ｸ
ﾁ
ﾝ

申
込

み
4
種

Ｂ
型

肝
炎

ｲ
ﾝ
ﾌ
ﾙ

ｴ
ﾝ
ｻ
ﾞ

Ｂ
　

肝
抗

検
査

合
計

4
月

1
6

4
1

3
3

2
1

2
1

6
1

5
3

3
1

1
6

1
0

1
6

1
1
2

0

5
月

1
4

5
2

2
6

4
1

2
3

1
1
3

2
3

1
2

1
5

8
1

2
1
1
4

2
9
4

1
2
0
4

4
9
9

6
月

1
0

1
1

2
3

1
4

5
4

1
4

2
3

4
9

4
9

7
2

3
5

6
1
6
2

8
2

9
1

1
7
3

7
月

7
8

2
3

2
5

5
4

2
6

7
4

9
1
8

2
4

8
8

9
7

2
9
0

3
8
7

8
月

4
7

3
1

1
1

2
2

1
3

3
1

5
1

1
1

4
6

3
3

9
月

1
6

3
2

5
1

1
3

1
3

1
8

2
9

2
1

1
2

2
6
3

0

1
0
月

1
1
7

3
3

5
2

1
1

4
2

1
4

1
4

7
7

3
1

2
8
7

0

1
1
月

2
0

2
2

5
3

1
2

1
4

6
5

9
4

1
1

6
6

5
3
2

5
3
2

1
2
月

1
6

2
5

3
7

2
2

5
8

2
5

5
0

3
4

6
9

2
9
2

1
2
9
3

1
月

2
1

4
2

1
2

6
1
3

7
2

2
1
3

8
1

8
2

2
2
8
8

2
9
0

2
月

2
5

3
3

2
5

2
1

2
1

4
1
1

2
8

3
5

1
8
7

0

3
月

6
1

1
1

0
4

2
6
9

8
4

1
1

合
計

2
2

1
4
2

5
3

4
3

2
7

4
5

3
7

7
1
0

5
3
2

1
3

4
2

1
2
4

1
4

1
3
7

5
2

8
6

1
6
2

4
1
2

3
9

6
1
0
6
0

2
9
4

1
8
1

8
8
2

5
3
3

2
8
8

2
1
7
8

表
2
．

　
2
0
1
7
年

度
　

教
職

員
　

挾
間

健
康

相
談

室
利

用
者

数

感
冒

そ
の

他
高

血
圧

熱
傷

創
傷

処
置

整
形

外
科

耳
　

鼻
咽

喉
科

眼
科

皮
膚

科
婦

人
科

ｲ
ﾝ
ﾃ
ｰ
ｸ

ベ
ッ

ド
利

　
用

健
　

診
証

明
書

保
健

指
導

合
計

4
種

Ｂ
型

肝
炎

ｲ
ﾝ
ﾌ
ﾙ

ｴ
ﾝ
ｻ
ﾞ

合
計

4
月

4
1

8
1
3

5
月

3
1
3

2
1

1
9

3
3

6
月

1
1
0

1
1

2
1

1
2

1
9

4
1
4

1
8

7
月

1
9

1
1

2
1

1
5

1
0

1
7

2
7

8
月

3
1

1
1

6

9
月

3
1

1
1

6

1
0
月

4
2

2
1

1
1
0

1
1
月

2
1

1
4

8
6
5

8
6
5

1
2
月

1
6

7
1
5

1
5

1
月

3
1

1
6

1
1

2
月

5
1

2
1

2
2

3
1

3
月

0

合
計

2
3

7
3
6

2
4

3
1

8
2

5
8

8
3
4

1
4
1

1
4

4
9

8
6
5

9
2
8

疾
患

別
予

防
接

種
・

抗
体

検
査

な
ど

疾
患

以
外

疾
患

な
ど

予
防

接
種

表
１
は
2
0
1
7
年
度
の
挾
間
健
康
相
談
室
の
学
生
利
用
数
を
示
し
て

い
る
。
疾
患
別
で
は
、
感
冒
が
一
番
多
く
、
年
度
始
め
や
冬
季
で
利

用
が
多
か
っ
た
。
次
い
で
そ
の
他
内
科
で
、
片
頭
痛
や
気
分
不
良
な

ど
が
含
ま
れ
る
。
整
形
外
科
や
皮
膚
科
な
ど
の
相
談
で
は
、
必
要
時

専
門
の
医
療
機
関
を
紹
介
し
て
お
り
、
医
師
に
よ
る
紹
介
状
を
無
料

で
発
行
し
て
い
る
。
疾
患
以
外
で
は
、
健
康
診
断
証
明
書
の
発
行
や

健
診
事
後
措
置
、
相
談
（
メ
ン
タ
ル
）
が
多
か
っ
た
。
予
防
接
種
・

採
血
で
は
、
学
外
実
習
や
海
外
留
学
の
た
め
の
準
備
で
予
防
接
種
な

ど
の
相
談
を
受
け
る
事
が
多
く
、
予
防
接
種
な
ど
も
可
能
な
限
り
対

応
し
て
い
る
。
月
別
の
利
用
で
は
、
年
度
始
め
の

４
～
６
月
が
多

か
っ
た
。

表
２
は
職
員
の
利
用
数
を
示
し
て
い
る
。
職
員
で
は
健
康
診
断
前

後
に
血
圧
を
気
に
し
て
来
所
さ
れ
る
方
が
多
か
っ
た
。
職
員
の
相
談

（
メ
ン
タ
ル
）
は
窓
口
が
別
に
あ
り
職
員
係
が
対
応
し
て
い
る
た
め
、

保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
で
は
イ
ン
テ
ー
ク
を
行
っ
て
い
る
。
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表
３

．
2
0
1
8
年

度
　

学
生

　
挾

間
健

康
相

談
室

利
用

者
数

ｲﾝ
ﾌﾙ

ｴﾝ
ｻﾞ

感
染

性
胃

腸
炎

感
冒

そ
の

他
高

血
圧

胸
部

Ｘ
-Ｐ

異
常

肝
機

能
障

　
害

消
化

器
疾

　
患

熱
傷

創
傷

処
置

整
形

外
科

歯
科

口
腔

外
科

耳
　

鼻
咽

喉
科

眼
科

皮
膚

科
婦

人
科

泌
尿

器
科

ｲﾝ
ﾃｰ

ｸ
相

談
意

見
書

発
　

行

健
診

事
後

措
置

ベ
ッ

ド
利

　
用

予
防

接
種

採
血

そ
の

他
健

　
診

証
明

書
保

健
指

導
緊

急
出

動
禁

煙
外

来
計

測
合

計
ﾜｸ

ﾁﾝ
申

込
み

4種 ﾜｸ
ﾁﾝ

Ｂ
肝

ﾜｸ
ﾁﾝ

ｲﾝ
ﾌﾙ

ｴﾝ
ｻﾞ

Ｂ
　

肝
抗

検
査

合
計

4月
8

26
1

2
3

3
2

2
2

2
2

4
49

3
13

1
7

13
0

0

5月
2

14
5

13
4

2
6

1
1

4
1

7
6

22
6

13
2

11
23

7
29

9
20

17
5

49
4

6月
2

10
16

1
1

11
1

1
3

3
32

7
31

6
58

8
59

1
25

1
5

12
4

12
4

25
3

7月
7

9
1

2
6

7
1

3
2

1
9

14
7

3
45

23
1

14
1

84
29
9

38
3

8月
1

1
1

1
1

1
1

1
2

4
5

20
1

5
2

47
2

1
3

9月
3

5
1

1
1

1
1

2
4

2
1

3
45

1
0

1
1

73
0

10
月

18
4

4
3

2
1

2
8

11
3

2
10

50
1

4
1

12
4

0

11
月

2
10

3
1

4
2

3
7

7
4

4
26

1
2

76
52
7

52
7

12
月

1
6

2
3

2
1

1
1

11
9

5
46

1
4

93
2

29
9

30
1

1月
5

2
16

1
1

1
2

3
1

1
5

1
7

7
13

2
2

21
1

13
1

10
6

30
5

30
5

2月
4

1
9

3
1

1
1

1
1

2
2

1
1

10
6

4
24

2
25

1
60

1
16

1
1

1

3月
1

1
1

1
4

3
12

1
11

8
57

10
0

0

合
計

9
11

10
3

75
4

17
1

21
23

34
2

18
10

29
12

1
10

6
72

17
15

9
45

49
2

16
19

4
63

3
1

1
15

39
30

4
23

3
89
8

52
7

30
5

22
67

表
４

．
2
0
1
8
年

度
　

教
職

員
　

挾
間

健
康

相
談

室
利

用
者

数

ｲﾝ
ﾌﾙ

ｴﾝ
ｻﾞ

感
冒

そ
の

他
高

血
圧

消
化

器
疾

　
患

熱
傷

創
傷

処
置

整
形

外
科

歯
科

口
腔

外
科

耳
　

鼻
咽

喉
科

眼
科

皮
膚

科
婦

人
科

ｲﾝ
ﾃｰ

ｸ
ベ

ッ
ド

利
　

用
健

　
診

証
明

書
保

健
指

導
緊

急
出

動
禁

煙
合

計
4種

B型 肝
炎

ｲﾝ
ﾌﾙ

ｴﾝ
ｻﾞ

合
計

4月
2

2
1

1
6

0

5月
1

1
2

11
11

6月
2

3
2

1
1

9
7

7

7月
1

2
1

1
1

6
35

11
46

8月
1

1
1

1
2

2
1

1
1

11
0

9月
2

2
2

1
1

1
9

0

10
月

2
8

2
1

1
1

3
1

1
20

0

11
月

1
3

1
1

1
2

9
80

0
80

0

12
月

3
1

3
3

2
1

13
11

11

1月
2

3
1

1
3

10
0

2月
1

3
2

1
1

14
22

0

3月
5

1
1

2
10

19
0

合
計

3
26

23
11

5
2

5
1

6
4

3
1

8
3

30
3

1
1

13
6

42
33

80
0

87
5

疾
患

別
疾

患
以
外

予
防

接
種

予
防

接
種

・
抗

体
検
査

な
ど

疾
患

別
疾
患

以
外

表
３

は
20
18
年

度
の

挾
間

健
康

相
談

室
の

学
生

利
用

数

を
示
し
て
い
る
。
疾
患
別
で
は
感
冒
が
一
番
多
く
年
間
を

通
じ
て
利
用
が
あ
っ
た
。
消
化
器
疾
患
で
は
、
臨
床
実
習

中
に
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
ピ
ロ
リ
菌
陽
性
を
指
摘
さ
れ
た
学

生
が
、
紹
介
状
を
希
望
さ
れ
来
所
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
見

受
け
ら
れ
る
。
疾
患
以
外
で
は
、
予
防
接
種
・
採
血
が
多

か
っ
た
。
こ
れ
は
全
国
的
な
麻
疹
の
流
行
を
受
け
、
大
学

全
体
で
対
策
を
強
化
し
た
た
め
、
個
別
に
ワ
ク
チ
ン
の
追

加
接
種
を
指
導
し
た
た
め
で
あ
る
。

表
４

は
職
員
の
利
用
数
を
示
し
て
い
る
。
疾
患
別
で
は

感
冒
や
高
血
圧
が
多
か
っ
た
。
疾
患
以
外
で
は
、
健
診
証

明
書
が
多
か
っ
た
。
こ
れ
は
医
療
系
職
員
か
ら
の
ウ
イ
ル

ス
抗
体
価
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
が
多
く
、
学
生
同
様
、

全
国
的
な
麻
疹
の
流
行
な
ど
に
よ
り
、
医
療
機
関
が
対
策

を
強
化
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
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医学部学生定期健康診断

年次 対象数 受診数 受診率（%）

1 105 105 100.0%

2 118 117 99.2%

3 120 120 100.0%

4 107 106 99.1%

5 109 109 100.0%

6 112 112 100.0%

計 671 669 99.7%

1 64 64 100.0%

2 60 60 100.0%

3 69 65 94.2%

4 60 59 98.3%

計 253 248 98.1%

924 917 99.2%

医修士 20 19 95.0%

看修士 18 13 72.2%

博　士 114 111 97.4%

計 152 143 94.1%

1,076 1,060 98.5%総計

　学生定期健康診断の項目は、身長、体重、ＢＭＩ、尿（蛋白・潜血・糖）、血圧、胸部レ
ントゲン、内科診察の7項目である。2017年度の尿検査より、月経中の学生も提出可能とし
た。（ただし月経中で潜血陽性結果の場合は再検査の対象としない。）そのため、ほとんど
の学生が健康診断受診時に尿を提出するようになり、健康診断業務の効率化へと繋がった。
また、結核の早期発見の取り組みとして、2018年度からは、胸部レントゲン撮影方法を直接
からデジタルへ切り替えた。

医学科

看護学科

医学系研究科

医学部計

表５．2017年度　医学部学生定期健康診断受診率

表５は2017年度の健康診断受診率を示している。受診率は学部99.2％、大学院94.1％で

あった。学部では医学科99.7％、看護学科98.1％であった。学部の受診率が高い要因とし

て、医学部全体から協力が得られており、授業の時間割の配慮など、学生が受診しやすい

ように調整していることが考えられる。

学部生で未受診者の７名は、留年生がほとんどである。今後も、学務課やぴあROOMなど

と協力し、確実に受診できるようにサポートしたい。

大学院生はほとんどが社会人学生のため、自己受診後に結果を提出している。確実に提

出するように働きかけ、大学院生の受診率も高めたい。
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図１-４．2017年度　学生ＢＭＩ

表６．2017年度　学生胸部レントゲン

受検者数
異常なし
ほぼ正常

要観察
指導

要再検査 要精密検査

挾間健康相談室計 951 948 3 0 0

間接撮影
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図１ ＢＭＩ(医学科男 学年毎)

30以上
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30未満

18.5以上

25未満
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80.0%
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図２ ＢＭＩ（医学科女 学年毎）

30以上
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18.5未満
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図１～４は学部生のＢＭＩを示している。健診後の保健指導では、前年度からの体重増減

が５キロ以上の学生には、メールにて保健指導の案内をしており、2017年度は４名の学生に

対し保健指導を行った。

図３ ＢＭＩ（看護学科男 学年毎） 図４ ＢＭＩ（看護学科女 学年毎）

表６は胸部レントゲン（間接撮影）結果を示しており、内訳は以下の通りである。

※ほぼ正常Ｂ判定：８名 胸椎側弯：2 右側高位大動脈：1 横隔膜不鮮明：1

小斑紋状陰影：3 斑紋状陰影：1

※要観察・指導Ｃ判定：３名 術後：1 円形陰影（乳頭様）：1 肋骨部隆起状陰影：1
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表９．2018年度　医学部学生定期健康診断受診率

年次 対象数 受診数 受診率（%）

1 100 100 100.0%

2 117 117 100.0%

3 114 114 100.0%

4 120 120 100.0%

5 107 107 100.0%

6 111 111 100.0%

計 669 669 100.0%

1 60 60 100.0%

2 63 63 100.0%

3 77 77 100.0%

4 62 62 100.0%

計 262 262 100.0%

931 931 100.0%

医修士 15 9 60.0%

看修士 12 9 75.0%

博　士 111 90 81.1%

計 138 108 78.3%

1,069 1,039 97.2%

医学科

看護学科

医学系研究科

総計

医学部計

表９は2018年度の健康診断受診率を示している。受診率は学部100％、大学院78.3％であった。

学部の受診率が100％を達成できた要因としては、未受診になりがちである多留年している学生に、

事前に電話で受診勧奨したことや、学務課からも声掛けしてもらうなど、個別に対応したことが大

きかったと考える。やむを得ず医学部の日程で受診できない場合には、旦野原キャンパスでも受診

できるような体制をとっており、受診率の向上の一要因となっている。

大学院生はほとんどが社会人学生のため、自己受診後に結果を提出している。今後も確実に提出

するように働きかけ、大学院生の受診率も高めたい。
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図５-８．2018年度　学生ＢＭＩ

表10．2018年度　学生胸部レントゲン

受検者数
異常なし
ほぼ正常

要観察
指導

要再検査 要精密検査

挾間健康相談室計 965 957 6 0 2

表10は胸部レントゲン（デジタル撮影）結果を示しており、内訳は以下の通りである。

＊ほぼ正常Ｂ判定：７名 胸椎側弯： 1 右側高位大動脈：1 肺門陰影拡大：1
小斑紋状陰影：1 小結節状陰影：1
ブラ性気腫：1 術後：1

＊要観察・指導Ｃ判定：５名 小結節状陰影：1 胸膜肥厚：1 樹枝状陰影増強：2
心陰影拡大：1

＊要精密検査Ｅ判定：２名 結節状陰影：1
浸潤陰影：1

要精密判定結果の２名には医療機関を紹介し、２名とも異常なかった。

間接撮影
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図６ ＢＭＩ(医学科 女)
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図７ ＢＭＩ（看護学科 男）
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図８ ＢＭＩ（看護学科 女）
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図５～８は学部生のＢＭＩを示している。肥満の学生や、前年度からの体重増減が５キロ以上の学生に

は、メールにて保健指導の案内をし、2018年度は７名の学生に対し保健指導を実施した。
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介
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医学部学生感染対策（予防接種等）

表13．麻疹・風疹・水痘・流行性耳下腺炎予防接種

麻疹 風疹 MR 水痘
流行性
耳下腺炎

2017年度 9 72 8 19 76

2018年度 1 12 124 17 80

表14．Ｂ型肝炎予防接種後抗体検査

2017年度 288 39 13.50% 249 86.5%

2018年度 297 14 4.7% 283 95.3%

表15． 表16．

学年 接種数 接種率 学年 接種数 接種率

1 31 29.2% 1 34 34.0%

2 55 46.6% 2 45 38.5%

3 71 58.7% 3 61 53.5%

4 65 60.7% 4 78 63.4%

5 69 63.3% 5 64 59.8%

6 91 80.5% 6 92 82.1%

医学科計 382 56.7% 医学科計 374 55.6%

1 19 29.7% 1 23 38.3%

2 32 51.6% 2 26 41.3%

3 45 64.3% 3 52 67.5%

4 43 70.5% 4 46 71.9%

看護学科計 139 54.1% 看護学科計 147 55.7%

521 56.0% 521 55.6%

13 10.9% 6 3.8%

534 50.9% 527 48.2%

検査数
　結　　果

10未満 10以上

2018年度インフルエンザ
予防接種

2017年度インフルエンザ
予防接種

総計

看護学科

学部合計

大学院合計

学部合計

大学院合計

総計

看護学科

医学科 医学科

表13は新入生の入学後のワクチン接種数を示している。入学前に抗体価を測定し、基準を満たしていな

い学生で希望者には、入学後に保健管理センターにて接種を行っており、対象の学生はほぼ接種している。

麻疹や風疹の全国的な流行を踏まえ対策を強化したことや、麻疹や風疹の単独ワクチンの入荷が困難に

なったことなどから、2018年度からは麻疹や風疹の単独ワクチンから麻疹風疹混合（ＭＲ）ワクチンへと

移行した。

表14は学生のＢ型肝炎ワクチン接種後の抗体価検査結果を示している。医学部では新入生に接種を行っ

ている。１シリーズで10以上の抗体を獲得できなかった場合は、次年度に２シリーズ目を実施している。

表15、16は学生のインフルエンザ予防接種状況を示している。毎年11月に希望者に対し実施している。

学年毎の接種率は、学年が上がるに連れ高く、国家試験や臨床実習などとの関連が考えられる。
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医学部学生生活習慣

表17.　喫煙

有効回答数

男 442 407 92.1% 9 2.0% 26 5.9%

女 469 467 99.6% 1 0.2% 1 0.2%

全体 911 874 95.9% 10 1.1% 27 3.0%

男 439 406 92.5% 10 2.3% 23 5.2%

女 483 481 99.6% 0 0% 2 0.4%

全体 922 887 96.2% 10 1.1% 25 2.7%

表18.　飲酒

有効回答数

男 447 148 33.1% 287 64.2% 12 2.7%

女 471 239 50.7% 230 48.8% 2 0.4%

全体 918 387 42.2% 517 56.3% 14 1.5%

男 439 138 31.4% 289 65.8% 12 2.7%

女 483 232 48.0% 246 50.9% 5 1.0%

全体 922 370 40.1% 535 58.0% 17 1.8%

表19.　運動

有効回答数

男 447 103 23.0% 264 59.1% 80 17.9%

女 471 213 45.2% 246 52.2% 12 2.5%

全体 918 316 34.4% 510 55.6% 92 10.0%

男 439 87 19.8% 272 62.0% 80 18.2%

女 483 211 43.7% 258 53.4% 14 2.9%

全体 922 298 32.3% 530 57.5% 94 10.2%

毎日する

2017

無 禁煙した 有

2017

2018

無 機会飲酒 毎日飲酒

2018

2017

2018

無 時々する

表17は学生の喫煙習慣を示している。全体の喫煙率は2017年度3.0％、2018年度2.7％で低下し

ている。本学は敷地内全面禁煙であり、保健管理センターでは禁煙希望者には禁煙外来の無料サ

ポートを行っている。今後も喫煙率の低下に繋がるようサポートを継続したい。

表18は学生の飲酒習慣を示している。全体では、飲酒習慣無しは約40％で、機会飲酒は約

60％、毎日飲酒は2％未満だった。医学部では健康教育として、新入生オリエンテーション時に

アルコール体質判定テストを実施している。

表19は学生の運動習慣を示している。「時々する」は男女とも約50％～60％であまり差がな

かったが、「毎日する」では男性が約20％、女性が約3％で男性の方が多かった。大学間の大会

などを目標に熱心に取り組んでいる様子である。





- 41 - 

 



- 42 - 

 

 



- 43 - 

 

 



- 44 - 

 

 



- 45 - 

 

 



- 46 - 

 

 



- 47 - 

 

 



- 48 - 

 

 



- 49 - 

 



- 50 - 

 





- 51 - 

 

大分大学公式ホームページ（2017 年度・2018 年度） 

 

2017.6.4大分大学公開講座「 禁煙について考える 」開催 

6 月 4 日，ホルトホール大分で「大分大学公開講座『禁煙について考える』」を開催しま

した。本講座は，5月 31日から 6月 6日までの禁煙週間に合わせて開催されたものです。司

会進行は，大分大学学長補佐（禁煙・健康増進担当）今戸啓二教授が務め，２名の講師によ

るたばこの健康被害への影響や禁煙治療についての講演がありました。まず，大分大学保健

管理センター所長の工藤欣邦教授から「たばこの害と大分大学における無煙環境推進の取組」

と題し，受動喫煙による死亡者数や，たばこについての学生調査結果をもとに，喫煙防止教

育・禁煙教育などの話がありました。次に，大分県薬剤師会理事の伊藤裕子氏が「楽しく禁

煙！禁煙で苦しむのは，もうやめて」と題し，たばこは健康障害の原因となることや，禁煙

したときのつらさを軽減し楽に禁煙できるという禁煙補助薬の種類や治療方法など，医療従

事者の立場で話をされました。 

 最後に，参加者から禁煙すると眠くなってたばこをやめられない，職場での禁煙推進はど

うしたらいいのか等の質問があり，講師の的確なアドバイスを受け，禁煙について理解を深

める大変有意義な時間となりました。今後も，本学では本講座をはじめ非喫煙者率 100％を

目指して様々な禁煙啓発活動を行っていきます。平成 29年度本学開催「禁煙ポスター用デザ

インコンテスト」で最優秀作品に選ばれた学生のデザイン入りクリアファイルに配布資料を

入れて参加者へ配りました。 

 

     

司会進行の今戸教授                      工藤教授の講演 

           

      伊藤氏の講演                      学生デザインのクリアファイル 
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2017.7.19 「熱中症対策」及び「一次救命処置」講演会開催 

 7 月 19 日，学生交流会館「B‐Forêt」に於いて，学生全員を対象とした，「熱中症対策」

及び「一次救命処置」の講演会を行いました。保健管理センターの工藤所長にお話しをして

いただき，主に体育系サークル，文化系サークルの代表者らが参加しました（計 85名）。ま

た，実際に人形とＡＥＤトレーナーを使用した一次救命処置の実技指導も行われました。こ

れからますます暑い時期になるため，熱中症対策や一次救命処置の話を参加学生は熱心に聞

いていました。 

 

  

工藤保健管理センター所長による講演会        一次救命処置の実技研修 

 

 

2018.7.11「熱中症対策」および「一次救命処置」講演会開催 

 7月 11日，B‐Forêt（学食）において，学生全員を対象とした「熱中症対策」および「一

次救命処置」の講演会を行い，主に体育系サークル，文化系サークルの代表者ら 94名が参加

しました。保健管理センターの工藤欣邦所長が講演を行い，「熱中症対策」について，上の

立場の者が積極的に声かけをして，この季節の活動には十分注意を払うようにと話がありま

した。 また，「一次救命処置」では，実際にＡＥＤトレーナーを使用した実技指導も行われ

ました。 

 

   

講演会の様子           ＡＥＤトレーナーの実技指導 
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保健管理センターホームページ（2017 年度・2018 年度） 

 

2017.6.26 メンタルヘルス講演会を開催 

2017年 6月 26日（月），旦野原・挾間（遠隔）キャンパスで教職員・学生を対象に，メン

タルヘルス講演会を開催しました。大分県臨床心理士会臨床心理士  米倉ゆかり先生を講師

にお招きし，テーマ「こころの健康を保つために －ストレスの理解と対処－」と題して講演

していただきました。ワークショップを交えたお話で，貴重な機会となりました。多くの教

職員・学生の方の参加，ありがとうございました。 

 

 

米倉氏の講演 

 

2018.6.18 メンタルヘルス講演会を開催 

2018年 6月 18日（月），旦野原・挾間（遠隔）キャンパスで教職員・学生を対象とした，

メンタルヘルス講演会を開催しました。別府大学文学部特任教授・大分県臨床心理士会理事 

大嶋美登子先生をお招きし，テーマ「こころの不調・こころの病気」と題して講演していた

だきました。私たちが抱えるストレスの正体とその対処法，さらに心の健康を保つためにど

のようなことを大切にしていけばよいかをお話してくださいました。また，先生がこれまで

出会ってこられた方々とのなかで学んだこと，現代社会で生きていく中での人と人との関係

の大切さ・・・ということも教えていただきました。多くの教職員・学生の参加，ありがと

うございました。 

 

 
大嶋氏の講演 

http://www.hc.oita-u.ac.jp/wp-content/uploads/2017/07/IMG_20170626.jpg
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大分大学保健管理センター業績（2017 年度・2018 年度） 

 

2017 年度 

【原著・総説・著書】 

Ando H, Gotoh K, Fujiwara K, Anai M, Chiba S, 

Masaki T, Kakuma T, Shibata H. Glucagon-like 

peptide-1 reduces pancreatic β-cell mass 

through hypothalamic neural pathway in high-fat 

diet-induced obese rats. Sci Rep. 17(1): 5578, 

2017. 

 

Gotoh K, Fujiwara K, Anai M, Okamoto M, Masaki 

T, Kakuma T, Shibata H. Role of spleen-derived 

IL-10 in prevention of systemic low-grade 

inflammation by obesity. Endocr J. 64(4): 375-

378, 2017. 

 

工藤欣邦，河野香奈江，堤隆，木戸芳香，加隈哲也：

学生の健康診断に対する理解度と受診率―受診率向上

を目指して― CAMPUS HEALTH 54(2): 100-105, 2017 

 

工藤欣邦，河野香奈江，堤隆，木戸芳香，加隈哲也：

学生・教職員を対象とした禁煙外来の取り組みと今後

の課題 CAMPUS HEALTH 54(2): 113-118, 2017 

 

工藤欣邦，河野香奈江，堤隆，木戸芳香，加隈哲也：

大学生を対象とした頭痛の実態調査. 第 47 回九州地

区大学保健管理協議会報告書 55－56. 

 

堤隆，河野香奈江，工藤欣邦：不登校傾向にある学生

へのアプローチ－保健管理センターとぴあ ROOM の活

動を通して－. 大学のメンタルヘルス 1：67-70, 2017 

 

加隈哲也、菅田哲治、伊東健太郎、古代晃士、西田尚

史. Weekly DPP4 阻害薬トレラグリプチンの効果と社

会的ニーズの検討. 診療と新薬 54(12): 1115-1121, 

2017 

 

加隈哲也. 11代謝疾患 肥満症. 今日の治療指針 

2017. 福井次矢, 高木誠, 小室一成編, 医学書院, 東

京 718-720, 2017  

 

加隈哲也、千葉政一. 第 3 章 II 肥満症の治療 肥満

症の行動療法. 最新医学別冊 診断と治療の ABC 128 

肥満症 横手幸太郎企画, 最新医学社, 大阪 66-72, 

2017 

 

光冨公彦、加隈哲也. 第8章 食事療法8 合併する病態

における設定 8-7-5 肥満. 改訂第7版 糖尿病専門医

研修ガイドブック 日本糖尿病学会編, 診断と治療社, 

東京 204-205, 2017  

 

光冨公彦、加隈哲也. 第10章 薬物療法 1 経口血糖降

下薬の適応と処方 10-1-19 抗肥満薬. 改訂第7版 糖

尿病専門医研修ガイドブック 日本糖尿病学会編, 診

断と治療社, 東京 236-238, 2017  

 

【広報誌】 

板井奈穂子：ほけかんだより「ほけかんってどんなと

ころ？」広報誌 BUNDAI OITA No.49 20, 2017 

工藤欣邦：ほけかんだより「機能性消化管疾患につい

て」広報誌 BUNDAI OITA No.50 19-20, 2017 

加隈哲也：ほけかんだより「親が喫煙すると子どもの

肥満が増える」広報誌 BUNDAI OITA No.51 20, 2017 

 

【学会・研究集会発表（筆頭演者が保健管理

センター教職員のみ）】 

工藤欣邦，河野香奈江，堤隆，木戸芳香，加隈哲也：

大学生を対象とした頭痛の実態調査. 第 47 回九州地

区大学保健管理協議会 2017.8.24 福岡市 

 

堤隆，河野香奈江，工藤欣邦：新入生のメンタルヘル

スの経過と保健管理センターにおけるサポートの有効

性．第 39 回全国大学メンタルヘルス学会総会 

2017.12.14 刈谷市 
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加隈哲也. 肥満「症」としての 2 型糖尿病治療を再考

する. 第 90 回日本内分泌学会学術総会（クリニカル

アワー）2017. 4.20-22, 京都 

 

加隈哲也. メトホルミンと併用する薬剤は GLP-1 製

剤か、SGLT-2 阻害薬か?  SGLT-2 阻害薬の立場から. 

第 25 回西日本肥満研究会 第 5 回肥満症治療講習会

（ディベート）2017. 7.15-16, 鹿児島 

 

加隈哲也. スタチンとフィブラートの併用について. 

第 10 回大分糖尿病・脂質を考える会 2017. 7.28, 大

分 

 

加隈哲也、藤原貫爲、安藤久恵、千葉政一、後藤孔

郎、正木孝幸、柴田洋孝、吉村充弘、上田陽一. 膵β

細胞特異的 TNFα過剰発現マウスは糖尿病抵抗性、肥

満抵抗性、脂肪肝抵抗性を呈する. 第 38 回日本肥満

学会学術総会 2017. 10.7-8, 大阪 

 

加隈哲也. 肥満症診療スキルとしての行動療法. 第

38 回日本肥満学会学術総会（教育講演） 2017. 

10.7-8, 大阪 

 

加隈哲也、菅田晢治、伊東健太郎、古代晃士、西田尚

史. Once-weekly DPP-4 阻害薬の検討と社会的ニーズ

の検討 第 55 回日本糖尿病学会九州地方会 2017. 

10.13-14, 宮崎 

 

加隈哲也，有木誓子，吉田雄一，佐藤亜沙美，柴田洋

孝，堤隆，工藤欣邦：75g ブドウ糖負荷試験を用いた

大分大学医学部 5 年生の糖代謝についての検討．第 55

回全国大学保健管理研究集会 2017.11.29 宜野湾市 

 

【学内外講演会】 

工藤欣邦 

・教育福祉科学部，経済学部，工学部 新入生ガイダ

ンス 2017.4.5 

・平成 29 年度 大分大学新採用事務系職員等研修講義  

2017.4.28 

・教育学部基礎ゼミ 2017.4.28 

・経済学部基礎演習 2017.5.17 

・理工学部基礎ゼミ 2017.5.24 

・福祉健康科学部基礎ゼミ 2017.5.29 

・大分大学公開講座 禁煙について考える「たばこの

害と大分大学における無煙環境推進の取組」

2017.6.4 

・平成 29 年度前期全学共通科目「分大キャンパスラ

イフ」学生生活への準備Ⅰ講義 2017.6.28 

・大分大学公開講座 国際健康コンシェルジュ養成講

座「心肺蘇生法と AED の使用法」2017.7.8 

・学生対象講演会 熱中症対策及び一次救命処置 

2017.7.19 

・教員免許状更新講習 2017.7.28 

・教職員対象講演会 一次救命処置と AED の使用法・

熱中症対策. 2017.8.31   

・教員対象講演会 一次救命処置と AED の使用法・熱

中症対策. 2017.9.7 

・大分医学技術専門学校「衛生・公衆衛生学」講義 

2017.10.4～2018.2.14 

・大分県立看護科学大学NP教育講義 2017.11.6  12.4 

禁煙推進セミナー（理工学部 2 年生対象）2017.12.4   

12.8 

・大分大学市民シンポジウム 目指せ！健康寿命日本

一おおいた「喫煙はデメリットばかり 今すぐやめ

ましょう」2017.12.15 

 

堤隆 

・健康とメンタルヘルス．教育学部基礎ゼミ．学内 

2017．4．28 

・ストレスとメンタルヘルス．附属学校園メンタルヘ

ルス講演会．学内 2017．5．2 

・健康とメンタルヘルス．経済学部導入セミナー．学

内 2017．5．17 

・健康とメンタルヘルス．理工学部健康教育講演会．

学内 2017．5．24 

・健康とメンタルヘルス．福祉健康科学部新入生健康

セミナー．学内 2017．5．29 

・健康と睡眠．キャンパスライフ入門．学内 2017．6．

28 
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・学校における精神医学．平成 29 年度教員免許状更新

講習．大分市 2017．7．31 

・大学生のメンタルヘルス．学生支援研修会．学内 

2017．9．27 

・健康とメンタルヘルス．事務管理職協議会．学内 

2018．1．23 

 

加隈哲也 

・2 型糖尿病治療の「質」を再考するー行動療法的方

法論に基づいた生活指導の実践ー. 第 54 回愛媛糖

尿病チーム医療研修会 OP セミナー 2017. 3.11, 松

山 

・外科治療が難治性糖尿病の内科的治療に与えたイン

パクトー2 型糖尿病の薬物治療はどこへ向かうのか

ー. 第 154 回佐伯市医師会学術講演会 2017. 3.22, 

佐伯 

・肥満「症」診療の話題と課題ー生活習慣病治療はど

こへ向かうのかー. 第 95 回例会筑紫地区薬剤師勉

強会 2017. 3.29, 福岡 

・日本人肥満症克服へのアプローチー基礎研究から臨

床応用へー. 産業医科大学大学院講義 2017. 4.7, 

折尾 

・難治性糖尿病を伴った高度肥満症の診療ー肥満外科

手術が内科的治療に与えたインパクトー. 糖尿病と

肥満を考える会 2017. 5.24, 熊本 

・「健康障害を伴う肥満」の発症抑制を目指してー肥満

症の話題と課題ー. 善昭会 H29 年度 5 月定時社員総

会（理事会）・評議員会 2017.5.27, 大分 

・肥満症の予防に向けてー学校における健康対策ー. 

平成 29 年度大分大学教員免許状更新講習 養護教諭

のための学校保健 2017. 7.28, 大分 

・SGLT-2 阻害薬 と GLP-1 製剤の大規模臨床試験から

何を学ぶか?. 田辺三菱製薬株式会社 社内講演会 

2017. 8.21, 大分 

・メトホルミンと併用する薬剤は GLP-1 製剤か、

SGLT-2 阻害薬か?. 小野薬品工業株式会社 社内講

演会 2017. 8.30, 大分 

・治療の実際 食事療法、運動療法、行動療法. おお

いた糖尿病相談医研修会 2017. 10.15 大分 

・肥満症としての 2 型糖尿病への対応〜生活習慣の改

善と薬物治療を再考する〜. 第 9 回 Diabetes 

Frontier セミナー〜糖尿病と関連疾患を考える〜 

2017. 10.21, 西宮 

・生活習慣病の「質」を再考するー人生が輝くお金と

からだの話ー. 竹田市健康一直線応援セミナー 

2017. 12.18, 竹田 

 

2018 年度 

【原著・総説・著書】 

工藤欣邦：大分大学における無煙環境推進活動－現状

の報告と今後の課題－. CAMPUS HEALTH 55(2)：36‐

41，2018 

 

工藤欣邦，河野香奈江，堤隆，木戸芳香，加隈哲也：

大学生を対象とした頭痛の実態調査. CAMPUS HEALTH 

55(2)：126‐132，2018 

 

堤隆，工藤欣邦：メンタルヘルスの新しいアプローチ

3 ぴあ ROOM. こころの健康 33(1), 11-15, 2018 

 

堤隆，河野香奈江，工藤欣邦：新入生のメンタルヘル

スの経過と保健管理センターにおけるサポートの有効

性．大学のメンタルヘルス 2：57-59, 2018 

 

加隈哲也. 内分泌症候群（第 3 版）I -その他の内分

泌疾患を含めて- I 視床下部・下垂体  中枢性摂食

異常症. 別冊日本臨床 領域別症候群シリーズ 1:9-

12, 2018 

 

加隈哲也. 第 3 章 主要症候、病態からの鑑別診断 

乳汁分泌. 内分泌代謝科専門医研修ガイドブック 日

本内分泌学会編, 診断と治療社, 東京 118, 2018 

 

佐藤亜沙美、日高周次、田原康子、川原有希子、加島

尋、相良佳子、大賀雅俊、加賀明彦、鈴木正義、加隈

哲也、加隈香苗、柴田洋孝. GAD 抗体陰性、IA-2 抗体

陽性の高齢発症 1 型糖尿病例の治療中に糖尿病性舞踏

病を発症した 1 例. 糖尿病 61(10): 686-693, 2018 
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太田正之、正木孝幸、石橋幸子、廣田優子、足立和

代、加隈哲也. スリーブ状胃切除術後、自殺を暗示し

た 1 例. 肥満症治療学展望 6(2): 24-26, 2018 

 

【広報誌】 

堤隆：ほけかんだより「パニック障害について」広報

誌 BUNDAI OITA No.52 20, 2018 

加隈哲也：ほけかんだより「20 代でもありうる若年性

高血圧！」広報誌 BUNDAI OITA No.53 21, 2018 

工藤欣邦：ほけかんだより「頭痛で困っていませんか？」

広報誌 BUNDAI OITA No.54 17-18, 

 

【学会・研究集会発表（筆頭演者が保健管理

センター教職員のみ）】 

河野香奈江，堤隆，木戸芳香，加隈哲也，工藤欣邦：

非医療系・非教育系学部在学生に対する麻疹対策. 第

48 回九州地区大学保健管理協議会 2018.8.30 長崎市 

 

堤隆，河野香奈江，工藤欣邦：精神的不健康状態にあ

る大学生のメンタルヘルス相談後の経過．第 40 回全

国大学メンタルヘルス学会総会 2018.12.7 岡山市 

 

加隈哲也，江口美和，木戸芳香，河野香奈江，堤隆，

工藤欣邦：大分大学医学部職員健診受診者における動

脈硬化の評価と保健指導の実際. 第 56 回全国大学保

健管理研究集会 2018.10.4 東京都 

 

加隈哲也、藤原貫爲、安藤久恵、千葉政一、後藤孔

郎、正木孝幸、柴田洋孝、吉村充弘、上田陽一. 膵β

細胞特異的 TNFα過剰発現マウスは糖尿病抵抗性、肥

満抵抗性、脂肪肝抵抗性を呈する. 第 91 回日本内分

泌学会学術総会 2018. 4.26-28, 宮崎 

 

加隈哲也. The current picture of pharmacotherapy 

for obesity and its future prospects. 第 61 回日

本糖尿病学会年次学術集会（シンポジウム）2018. 

5.24-26, 東京 

 

加隈哲也、江口美和、木戸芳香、河野香奈江、堤隆、

工藤欣邦. 大分大学医学部職員健診受診者における動

脈硬化の評価と保健指導の実践. 第 56 回全国大学保

健管理研究集会 2018. 10.3-4, 東京 

 

加隈哲也. 2 型糖尿病診療における SGLT2 阻害薬の

役割 『これでいいのか!? 大規模臨床試験』. 第 5 回

日本糖尿病医療学学会（ランチョンセミナー）2018. 

10.6-7, 京都 

 

加隈哲也、江口美和、木戸芳香、河野香奈江、堤隆、

工藤欣邦. 大分大学医学部職員健診受診者における保

健指導の実践. 第 39 回日本肥満学会学術総会 2018. 

10.7-8, 神戸 

 

加隈哲也. 行動療法的方法論に基づいた肥満症診療. 

第 39 回日本肥満学会学術総会（シンポジウム）2018. 

10.7-8, 神戸 

 

【学内外講演会】 

工藤欣邦 

・教育福祉科学部，経済学部，工学部 新入生ガイダ

ンス 2018.4.5 

・大学院工学研究科禁煙教育講演会 2018.4.5 

・平成 29 年度 大分大学新採用事務系職員等研修講義  

2018.4.26 

・教育学部基礎ゼミ 2018.5.11 

・経済学部基礎演習 2018.5.16 

・大分大学公開講座 国際健康コンシェルジュ養成講

座「心肺蘇生法と AED の使用法」2018.5.19 

・理工学部基礎ゼミ 2018.5.30 

・大分大学公開講座 禁煙について考える「喫煙は「喫

煙病」という病気です」2018.6.3 

・福祉健康科学部基礎ゼミ 2018.6.4 

・平成 30 年度前期全学共通科目「分大キャンパスラ

イフ」学生生活への準備Ⅰ講義 2018.6.27 

・学生対象講演会 熱中症対策及び一次救命処置 

2018.7.11 

・教員免許状更新講習 2018.8.2 

・教職員対象講演会 健診結果の見方と生活習慣病 

2018.9.7 

・教職員対象講演会 王子キャンパス禁煙推進講演会 
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2018.9.26 

・理工学部学生対象健康教育講演会（1 回目） 2018.9.2 

・理工学部学生対象健康教育講演会（2 回目）2018.9.26 

・教職員対象講演会 一次救命処置と AED の使用法・

熱中症対策 2018.11.26 

・大分医学技術専門学校「衛生・公衆衛生学」講義 

2018.10.10～2019.2.13 

・大分県立看護科学大学 NP 教育講義 2018.11.29  

12.13 

・医学部医学科 4 年次生「イントロダクトリーコース

Ⅲ」2019.1.10 

 

堤隆 

・堤隆：健康とメンタルヘルス．教育学部基礎ゼミ．

学内 2018．5．11 

・健康とメンタルヘルス．経済学部導入セミナー．学

内 2018．5．16 

・健康とメンタルヘルス．福祉健康科学部新入生健康

セミナー．学内 2018．6．4 

・健康とメンタルヘルス．理工学部健康教育講演会．

学内 2018．5．30 

・健康と睡眠．キャンパスライフ入門．学内 2018．6．

27 

・学校における精神医学．平成 29 年度教員免許状更新

講習．大分市 2018．8．2 

・メンタルヘルス．平成 30 年度九州地区国立大学法人

等係長研修．学内 2018．9．5 

・大学生のメンタルヘルス．学生支援研修会．学内 

2018．10．17 

・メンタルヘルスと健康．理工学部健康教育講演会．

学内 2018．10．22 

・メンタルヘルスと健康．理工学部健康教育講演会．

学内 2018．10．25 

 

加隈哲也 

・肥満症としての生活習慣病を知る「2 型糖尿病の発

症抑制を目指して」. H29 年度 燃えろ脂肪！糖コン

（血糖コントロール）教室 2018. 1.24, 日出 

・ シ タ グ リ プ チ ン を 再 考 す る . Diabetes & 

Circulation Meeting 2018. 1.25, 大分 

・行動療法に基づいた 21 世紀の 2 型糖尿病診療「医療

経済をふまえて、自身の健康を振り返る」. 第 1 回

OLD 連携フォーラム 2018. 1.31, 大分 

・肥満症としての 2 型糖尿病患者への対応ー生活習慣

の「質」を再考するー 豊肥地区糖尿病学術講演会 

2018. 3.15, 豊後大野 

・2 型糖尿病診療における SGLT2 阻害薬の役割「これ

でいいのか！？、大規模臨床試験」. Diabetes 

Seminar in Oita 2018, 2018. 4.19, 大分 

・糖尿病における脂質異常症の病態と治療. 脂質異常

症セミナー in OITA 2018. 5.15, 大分 

・糖尿病診療の ABC〜私はこう治療している〜 第 18

回大分プライマリ・ケア道場 2018. 6.14, 大分 

・行動療法に基づいた 21 世紀の肥満 2 型糖尿病診療. 

第 6 回糖尿病栄養療法勉強会 2018. 7.10, 佐世保 

・肥満症の予防に向けてー学校における健康対策ー. 

平成 30 年度大分大学教員免許状更新講習 養護教諭

のための学校保健 2018. 8.2, 大分 

・食事療法、運動療法、行動療法 〜患者のやる気を

引き出すコツ〜. おおいた糖尿病相談医研修会 

2018. 10.14, 大分 

・内臓脂肪型肥満に立脚した 2 型糖尿病への対応「医

療経済をふまえて自身の健康を振り返る」. 筑後糖

尿病療養指導スキルアップ講演会 2018. 10.21, 久

留米 

・内臓脂肪型肥満に立脚した 2 型糖尿病への対応「生

活習慣指導から大規模臨床試験まで」. 糖尿病学術

講演会. 2018. 12.17 鹿児島 

 

【学内外の委員会活動】 

工藤欣邦 

＜所属学会・研究会＞ 

全国大学保健管理協会（理事・九州地方部会代表世話

人・機関誌 CAMPUS HEALTH 編集委員）、国立大学法人保

健管理施設協議会（禁煙推進に関する特別委員会委員）、

全国大学メンタルヘルス学会、日本内科学会（認定内

科医、認定総合内科専門医）、日本消化器病学会（認定

消化器病専門医）、日本消化器内視鏡学会（認定消化器

内視鏡専門医）、日本学校保健学会，日本禁煙学会，日

本禁煙科学会，日本プライマリ・ケア連合学会、日本



- 60 - 

 

プライマリ・ケア連合学会大分県支部会（世話人）、日

本医学教育学会、日本肝臓学会、日本環境感染学会、

日本渡航医学会、GERD 研究会，日本医師会認定産業医 

＜学外各種委員＞ 

公益社団法人 全国大学保健管理協会理事、公益社団

法人 全国大学保健管理協会 機関誌 CAMPUS HEALTH

編集委員（2015 年 4 月～）、公益社団法人 全国大学

保健管理協会九州地方部会代表世話人、国立大学法人

保健管理施設協議会会員、国立大学法人保健管理施設

協議会 禁煙に関する特別委員会委員（2015 年 9 月

～）、日本プライマリ・ケア連合学会大分県支部会世話

人、大分県立看護科学大学非常勤講師、大分医学技術

専門学校非常勤講師 

＜学内各種委員＞ 

保健管理センター運営委員会（委員長）、メンタルヘル

ス専門委員会（委員長）、保健管理センター研究倫理審

査委員会（委員長）、安全衛生管理委員会委員、旦野原

キャンパス衛生委員会委員、旦野原キャンパス産業医、

イコール・パートナーシップ委員会委員、遺伝子組み

換え実験安全委員会委員、学内共同教育研究施設等管

理委員会委員、運営会議委員、ダイバーシティ推進会

議委員、放射線安全管理委員会委員 

予算委員会委員、教員人事委員会委員、無煙環境推進

士隊 

＜教育＞ 

医学部医学科 4 年次生「イントロダクトリーコースⅢ」 

 

堤隆 

＜所属学会＞ 

全国大学メンタルヘルス学会、日本精神神経学会（日

本精神神経学会認定専門医・指導医）、日本老年精神医

学会（日本老年精神医学会専門医・指導医）、総合病院

精神医学会（日本総合病院精神医学会専門医・専門医

指導医）、日本生物学的精神医学会、九州精神神経学会、

精神保健指定医、日本医師会認定産業医、臨床研修指

導医  

＜学外各種委員＞ 

九州精神神経学会評議員、九州神経精神医学編集委員 

＜学内各種委員＞ 

安全衛生管理委員会委員、王子地区衛生委員会委員、

王子キャンパス産業医、メンタルヘルス専門委員会委

員、学生支援部門会議委員、大分大学保健管理センタ

ー研究倫理審査委員会委員、身体等に障がいのある学

生の支援委員会委員、旦野原ぴあ ROOM 連絡会委員、ハ

ラスメント相談員 

＜教育＞ 

精神保健学Ⅰ、精神保健学Ⅱ、精神医学特論、精神医

学、精神医学Ⅱ 

 

加隈哲也 

＜所属学会・研究会＞ 

日本内科学会（認定内科医）、日本内分泌学会（内分泌

代謝科専門医・指導医）、日本糖尿病学会（糖尿病専門

医・指導医）、日本肥満学会（肥満症専門医・指導医）、

日本肥満症治療学会、西日本肥満研究会、日本医師会

認定産業医 

＜学外各種委員＞ 

日本内分泌学会（評議員、ホームページ小委員会委員）、

日本糖尿病学会（九州支部幹事、学術評議員、支部賞

選考委員会委員、日本糖尿病療養指導士認定機構編集

委員会委員）、日本肥満学会（理事、評議員、専門医・

指導医更新評価委員会委員長、肥満症専門医カリキュ

ラム評価委員会委員、生活習慣病改善指導士認定試験

委員会委員、学会賞選考委員会委員）、日本肥満症治療

学会（評議員）、西日本肥満研究会（世話人）、大分県

糖尿病臨床医会評議員、大分県糖尿病療養指導士研修

会委員 

＜学内各種委員＞ 

保健管理センター運営委員会委員、メンタルヘルス専

門委員会委員、感染予防対策委員会委員、安全衛生管

理委員会委員、放射線安全管理委員会委員、医学部国

家試験対策委員会委員、ダイバーシティ推進員、ハラ

スメント相談員、挾間キャンパス産業医 

＜教育＞ 

循環器（脂質代謝異常と動脈硬化）、イントロダクト

リーコースⅢ、新入生オリエンテーション 

 

 

 








